修了予定者（主指導教員）　各位

博士学位論文インターネット公表について

　
　平成25年4月1日から、学位規則が改正され、学位論文・学位論文要旨の公表の方法は、インターネットの利用により行うこととなりました。
　

○　公表は、学術機関リポジトリを利用して行います。以下、1～3の提出物は、リポジトリ登録に係るため、学位取得者全員が必ず提出する必要があります。

　1．博士論文の公表申請書（様式11）：学位論文を構成する論文等に共著者（指導教員も含む）がいる場合は、共著者の承諾書(様式12)を添付してください。なお、この承諾書は、学位論文申請時に提出したものとは様式が異なりますので、ご注意願います。
　2．登録用の論文データと論文要旨データ：PDF／A形式で作成して、メールにファイル添付して送付してください。

　3．論文の製本1部：作成要領は別紙のとおりです。
　

○　やむを得ない事情により、当面公表を保留することはできます。ただし、公表保留を申請する場合でも、上記1～3は提出必須ですのでご注意ください。公表保留申請希望者は、連合農学研究科事務室へ様式等を申請してください。なお、公表保留中であっても、東京農工大学図書館内に於いて、直接閲覧の申請があった場合には、論文の全文を閲覧に供することとなります。　
（別紙様式　11）
年　　月　　日
博士論文の公表申請書
東京農工大学連合農学研究科長　殿
専攻名　　　　　　　　　　　　　　
学籍番号　　　　　　　　　　　　　　
氏　　名　　　　　　　　　　　　　　印
主　　査　　　　　　　　　　　　　　印
東京農工大学学位規程第19条の規定により、博士論文の公表について下記のとおり申請いたします。
記
学位論文名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
フリガナ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
英訳又は和訳
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
博士論文の全文をインターネットの利用により公表することについて
　（該当箇所に✓又は■としてください。以下同様）
　　□　博士論文の全文をインターネットの利用により公表する　　　　　　　→（１）へ
　　□　やむを得ない事由によりインターネットの利用による公表を保留する　→（２）へ
（１）「公表する」と回答した方
　　　　公表に際し、著書はあらかじめ著作権上問題が生じないように確認を行い、関連論文の共著者全員の許諾を取りましたので、公表に関する承諾書（別紙様式12）を提出します。
· 添付済
（２）「公表を保留する」と回答した方
　　１）公表を保留するやむを得ない事由は、下記のとおりです。
① □ 博士論文が、立体形状による表現を含む等の理由により、インターネットの利用により公表することができない内容を含むため
　      ② □ 博士論文が、著作権保護、個人情報保護等の理由により、博士の学位を授与された日から1年を超えてインターネットの利用により公表することができない内容を含むため
　　　　③ □ 出版刊行、多重公表を禁止する学術ジャーナルへの掲載、特許の申請等との関係で、インタ－ネットの利用による博士論文の全文の公表により博士の学位を授与された者にとって明らかな不利益が、博士の学位を授与された日から1年を超えて生じるため
　　　　④ □ ①～③以外にやむを得ない事由があるため
　　　　なお、公表を保留するやむを得ない事由に関する申請書（別紙様式13）をあわせて提出します。
□　添付済
２）１）の事由により公表を保留するため、当該論文の内容の要約を提出します。
□ 添付済（電子データを提出）

（別紙様式　12）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日
東京農工大学連合農学研究科長　殿
博士論文のインターネット公表に関する承諾書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　共著者氏名　　　　　　　　　　印
下記の論文について、　　　　　　　氏の博士論文の内容の一部を構成するものとして認め、当該博士論文がインターネットの利用により公表されることを承諾いたします。
記
１．
２．
３．
　　
留意事項：
　　　この承諾書は、博士論文のインターネット公表のため、著作権のうち複製権・公衆送信権について大学に許諾を与えていただくもので、著作権を移譲するものではありません。
